





調査時期を①１年次質問紙調査（21 年 10 ～ 12 月）、②卒業時質問紙調査（23 年２～３月）、③就職者・


















































き方／人生で重視していること／ 18 歳に戻れたら 10 年後の自分／本学への要望
2.3　調査の対象
　調査の対象を短大別に、表１に示した。
１年次調査には全国で 48 短大（7859 名）、卒業時には 47 短大（6770 名）が参加したが、就職者・
進学者追跡調査（卒後１年経過時）までの３回すべての調査の参加校は 14 短大（2733 人に質問紙を
郵送、597 人が回答。回収率 21.8％（短大別で 30.7-10.0％の開きがある））にとどまった。
　最終的な回答者 597 名のうち、３回の調査のすべてのデータを学籍番号によってマッチングでき
たのは 230 名であった。以下、この 230 名を「パネル回答者」と呼ぶ。パネル回答者を含むそれぞ
れの調査の 14 短大回答者全体を、一般回答者と呼ぶ（例：卒業時の一般回答者）。
（表１）調査の対象
短大別 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ 合計
一般
１年次
Ｎ 80 82 118 263 313 450 257 81 127 224 197 164 193 201 2,750
％ 2.9 3.0 4.3 9.6 11.4 16.4 9.3 2.9 4.6 8.1 7.2 6.0 7.0 7.3 100.0
一般
卒業時
Ｎ 74 81 115 237 301 420 243 76 118 212 179 154 187 204 2,601
％ 2.8 3.1 4.4 9.1 11.6 16.1 9.3 2.9 4.5 8.2 6.9 5.9 7.2 7.8 100.0
一般
卒後１年
Ｎ 13 17 16 27 41 105 60 23 37 58 52 40 57 51 597
％ 2.2 2.8 2.7 4.5 6.9 17.6 10.1 3.9 6.2 9.7 8.7 6.7 9.5 8.5 100.0
パネル
卒後1年
Ｎ 2 5 2 4 13 25 27 4 14 12 15 21 48 38 230










学科分野 人文 社会 工業 家政 教育 芸術 地域総合 不明 計
一般
1 年次
N 178 204 112 591 754 117 794 2750
% 6.5 7.4 4.1 21.5 27.4 4.3 28.9 100
一般
卒業時
N 177 200 103 567 725 97 732 2601
% 6.8 7.7 4.0 21.8 27.9 3.7 28.1 100
一般
卒後 1 年
N 48 49 34 135 181 18 131 1 597
% 8.0 8.2 5.7 22.6 30.3 3.0 21.9 0.2 100
パネル
卒後 1 年
N 20 15 10 72 81 2 30 230











































N（全体） 2750 2601 597 230 230 230
a: 短大や進学先で得た知識・技能
の活用
平均値 4.19 3.98 3.84 4.40 4.21 3.94
標準偏差 .89 .92 1.04 .85 .81 1.02
b: 自分の適性を活かす機会
平均値 4.40 4.26 4.30 4.55 4.44 4.36
標準偏差 .73 .74 .77 .66 .68 .76
c: 社会に役立つ機会
平均値 4.03 3.99 3.86 4.14 4.16 3.89
標準偏差 .89 .83 .96 .87 .82 .96
d: 地元で働けること
平均値 3.46 3.64 3.64 3.57 3.73 3.72
標準偏差 1.30 1.25 1.28 1.34 1.40 1.29
e: 男女差別がないこと
平均値 4.08 3.98 3.91 4.17 4.10 3.97
標準偏差 .95 .93 1.07 .88 .90 1.10
f: 余暇のためのゆとりがあること
平均値 4.14 3.99 4.08 4.10 3.97 4.14
標準偏差 .86 .88 .94 .83 .84 .90
g: 仕事と家庭の両立
平均値 4.11 3.99 3.81 4.16 4.04 3.85
標準偏差 .91 .89 1.01 .95 .81 1.03
h: 高い収入
平均値 4.04 3.71 3.70 3.99 3.61 3.67
標準偏差 .86 .89 .90 .87 .81 .95
i: 雇用と身分の保障
平均値 4.21 4.06 4.19 4.23 4.12 4.20
標準偏差 .80 .82 .85 .75 .78 .86
j: 社会的な評価
平均値 3.87 3.73 3.69 3.94 3.74 3.73
標準偏差 .88 .87 .92 .88 .86 .96
k: 昇進の見通
平均値 3.77 3.66 3.47 3.72 3.60 3.49
標準偏差 .91 .88 .96 .94 .83 1.03
l: 職場の雰囲気の良さ
平均値 4.67 4.51 4.70 4.75 4.67 4.70











± 1.21 → 4.06 ± 1.20）、「同じ短大に行く（3.60 ± 1.32 → 3.88 ± 1.30）」「同じ専門分野を選ぶ（3.49















N（全体） 2601 597 230 230
Ａ：短大に行く
Ｎ 2267 531 205 206
平均値 3.48 3.87 3.84 4.06
標準偏差 1.37 1.29 1.21 1.20
Ｂ：四年制大学に行く
Ｎ 2272 522 211 200
平均値 3.28 3.25 3.17 2.98
標準偏差 1.57 1.56 1.55 1.59
Ｃ：専門学校に行く
Ｎ 2198 508 205 196
平均値 2.62 2.68 2.54 2.62
標準偏差 1.45 1.48 1.48 1.42
Ｄ：進学しない
Ｎ 2170 498 204 189
平均値 2.01 1.71 1.84 1.71
標準偏差 1.41 1.29 1.26 1.27
Ａ－ａ：同じ短大に行く
Ｎ 2259 525 212 203
平均値 3.22 3.70 3.60 3.88
標準偏差 1.40 1.34 1.32 1.30
Ａ－ｂ：別の短大に行く
Ｎ 2128 489 202 189
平均値 2.73 2.56 2.74 2.58
標準偏差 1.28 1.27 1.22 1.31
Ａ－ｃ：同じ専門分野を選ぶ
Ｎ 2017 482 193 189
平均値 3.20 3.52 3.49 3.72


































Ｎ 5 3 0 1 6 15
総和の % 2.7% 1.6% 0.0% 0.5% 3.2% 8.0%
2
Ｎ 4 3 6 5 2 20
総和の % 2.1% 1.6% 3.2% 2.7% 1.1% 10.6%
3
Ｎ 4 3 12 15 8 42
総和の % 2.1% 1.6% 6.4% 8.0% 4.3% 22.3%
4
Ｎ 2 1 10 13 20 46
総和の % 1.1% 0.5% 5.3% 6.9% 10.6% 24.5%
とても可能
性が高い
Ｎ 1 0 6 9 49 65
総和の % 0.5% 0.0% 3.2% 4.8% 26.1% 34.6%
合計
Ｎ 16 10 34 43 85 188

































授業に関係する時間 0 ～ 15 16 ～ 20 21 ～ 25 26 ～ 30 31 ～ 35 36 ～ 合計
１年次
高評価群（N ＝ 125） 16.8% 28.8% 17.6% 17.6% 8.8% 10.4% 100.0%
低評価群（N ＝ 63） 22.2% 20.6% 12.7% 19.0% 14.3% 11.1% 100.0%
卒業時
高評価群（N ＝ 125） 24.8% 29.6% 17.6% 16.8% 8.0% 3.2% 100.0%





















































































16 ～ 18 年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ課題番号 16330170）研究成果報告書
安部恵美子・小嶋栄子（2010）「『在学生調査』からみた長崎短期大学の教育」『研究紀要』長崎短期
大学、第 22 号、1-20 頁
安部恵美子・小嶋栄子（2011）「短期大学教育の到達目標の設定と学生調査」『短期大学コンソーシ
アム九州紀要』短期大学コンソーシアム九州研究センター、vol.1、35-43 頁
安部恵美子（2012）『短期大学在学生調査中間報告書（平成 21-24 年度科学研究費補助金「短期大学
教育と地域ステークホルダーに関する研究」基盤研究Ｂ課題番号 21330195）』長崎短期大学
安部恵美子等（2013）『短期大学教育と地域ステークホルダーに関する研究』平成 21-24 年度科学研
究費補助金（基板研究Ｂ課題番号 21330195）研究成果報告書
───
　本研究は、平成 21 年度科学研究費補助金「短期大学教育と地域ステークホルダーに関する研究」（基
盤研究Ｂ課題番号 21330195、研究代表者：安部恵美子）の助成を受けて行った。
